




 

 

この度「コース２５選」編集グループが 

力強い足跡を発表しました。 

長きにわたり宇治のいいところを発掘し 

「JRふれあいハイク」を通じて多くの方々に 

提供し、その集大成を宇治の歴史と文化を歩く 

ひとつの道標としてまとめました。 

私たちも、この冊子を活用して、おもてなし

の心を持ってより一層のご案内に精進したい 

ものです。 

    宇治観光ボランティアガイドクラブ 

代表幹事 服部 明信 

宇治観光ボランティアガイドクラブは、平成８年に発足 

して以来、今年で 17年目を迎え、今日までに１２万人以上 

のお客さまをご案内。お客さまの声や、ガイド自身の想いが 

詰まった「歩っぷ in うじ～今すぐ行きたい旬の名所 25選」 

を発刊されることとなりました。 

宇治市には多くの名所旧跡がありますが、まだまだ知られて 

いない名所等もあります。この冊子を手にとって頂き、多くの 

歴史を持つ宇治をもっとたくさんの方々に知っていただけれ 

ばと思っております。 

今後、この「歩っぷ in うじ～今すぐ行きたい旬の名所２５選」 

が多くの方々の宇治散策のお役に立つことを願っております。 

              （社）宇治市観光協会 

               会 長 山本 哲治 

発 刊 に よ せ て 
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●●宇宇治治橋橋三三のの間間  

 

 

 

 

  ●●仏仏徳徳山山かかららのの遠遠望望  

 

 

 

 

  
№１ 宇治川に 

       自然と歴史を求めて 

自然 

宇
治
上
神
社 

 悠久の歴史の流れを、今も変わらぬ山河がそっと語りかけてくれるような自然

いっぱいのコースです。 

 宇治橋からの美しい川の流れや、水辺に遊ぶ水鳥の姿も見ることが出来ます。 

仏徳山（大吉山）展望台からの市街地の眺め、今は幻となった広大な巨椋池の跡

に高速道が伸び、天王山や六甲山を遠望できます。宇治川に沿って歩く天ヶ瀬 

ダムへの散策道は、季節を問わず爽やかな風と美しい景色が楽しめます。 

歴史 

仏

徳

山 

興

聖

寺 

宇

治

橋 

J

R

宇

治

駅 
 

天
�
瀬
ダ
ム 

平

等

院 

J

R

宇

治

駅 

 

６４６（大化２）年宇治橋が架けられてから１０００年

以上も変わらぬ風光明媚な景色。三の間は、守護神「橋

姫」を祀った所と伝えられ、太閤秀吉が茶の湯の水を汲

み上げたところともいわれる。 

眼下に世界遺産の平等院、宇治川、巨椋池干拓地、宇治

市街地が広がる。よく晴れた日には京田辺から大阪の近

代的なビル、愛宕山、西山連峰、生駒山、さらには六甲

山までも一望することができるとか。みんなで山々の名

前を当てるのも楽しいところ。 

  

い つ

で も 

世界遺産 

公 

園 

府

立

中

の

島 

蛍 

塚 

白

川

浜

と 
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●●扇扇のの芝芝（（平平等等院院内内））  

 

 

 

 

●●宇宇治治川川先先陣陣のの碑碑（（中中のの島島公公園園内内））  

 

 

  
№2 宇治橋に義経と源平合戦 

  ゆかりの地を訪ねる 

自然 

宇
治
上
神
社 

 「祇園精舎の鐘の音、諸行無常の響きあり」で始まる平清盛を中心とする平家

一門の興亡を描いた「平家物語」の舞台ともなった宇治川と、そのゆかりの地を

歩くコースです。 

 時空を超えて戦に決起する武士(ﾓﾉﾉﾌ)たちの姿を回想しながら仏徳山（大吉山）

に登り、展望台から眼下に宇治川と平等院、そして旧巨椋池跡に広がる現代の

人々の営みとを重ね合わせてみると、歴史は単なる過去の出来事ではなく、ひと

こまひとこまの積み重ねを経て今日があることを教えてくれるようです。 

 

歴史 

仏

徳
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興

聖

寺 

宇

治
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J

R

宇

治
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平

等
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J

R

宇

治

駅 
 

以仁王を奉じて源氏旗上げの軍をおこした源三位頼政

はこの地に敗れ 「埋木の花咲くこともなかりしに 身の

なる果てぞ かなしかりける」の一首を残して 

ここで割腹したと伝えられる。 

『頃は睦月２０日余りのことなれば比良の高嶺に

志賀の山昔ながらの雪も消え谷々の氷うちとけて

水はおりふしまさりたり』寿永３年木曽義仲を討つ

ため源義経に加わった佐々木高綱、梶原景季それぞ

れイケズキ、スルスミに跨り先陣を競ったという故

事に因んだ石碑。 

 

  

い つ

で も 

平家物語 

公 

園 

府

立

中

の

島 

蛍 

塚 

白

川

浜

と 
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●●摩摩伽伽羅羅（（萬萬福福寺寺総総門門））  

 

 

 

 

 

 

          ●●平平等等院院（（十十円円硬硬貨貨））  

 

 

 

  
№３ 宇治の社寺と 

     黄檗山萬福寺をめぐる 

自然 

宇
治
上
神
社

江戸時代の初め「インゲン豆」を日本に伝えた中国の僧、隠元禅師によって開かれ

た黄檗宗の萬福寺は、広い境内に龍をかたどった伽藍が建ち並び、珍しい仏像にも出

会えます。萬福寺から、昔の面影を残す古道を通り、宇治へと向かいます。平安貴族

たちが風光明媚な宇治の地を憩いと安らぎの場とし、時の権力者藤原道長の子頼通に

よって建立された世界遺産 平等院、宇治上神社は、千年の時を経て今に当時の優美

な姿を残しています。ちょっと贅沢な社寺を巡るコースです。 

歴史 

平

等

院 

萬

福

寺 

J

R

黄

檗

駅 
 

J

R

宇

治

駅 

 

  い つ

で も 

牌楼式の萬福寺総門屋根の棟飾り、ガンジス川を女神

を乗せて渡るといわれる摩伽羅像。 

魔よけとも言われるが、鯉が龍になるように、修養を

積めば、徳ある高僧ともなれる道場のシンボルの意で

あろうか。 

みんなが大切に持っているポケットの中の世界遺産 

「10 円硬貨」には、平等院の鳳凰堂が刻まれている。 

改めて、手にとってじっくり見比べてみては。 

１９５１（昭和２６）年に発行された。 

世界遺産 

安

養

寺 
厳
島
神
社 

旧
家
長
屋
門 

古道 
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●●琴琴坂坂（（興興聖聖寺寺））  

 

 

 

 

●●白白山山神神社社拝拝殿殿（（重重要要文文化化財財） 

 

 

  
 №４ 隠れた“宇治”の史跡を歩く 

自然 

天
�
瀬
吊
橋 

 文化センターと歴史資料館がある丘陵の閑静な住宅地を抜け、急坂を下ると白川

の里、平等院の奥の院といわれたこの地に、九百年前に四条宮寛子によって建立さ

れたと伝えられる金色院の遺跡が茶園の下に眠っている。樹齢数百年の名木に囲ま

れた白山神社が、この地を守っている。ここから四季を通して美しい渓谷のもみじ

谷の小道をぬけると山の緑を川面にうつす宇治川、吊橋を渡り川沿いの散歩道、仏

徳山（大吉山）の展望台からは今歩いてきたところが宇治川の彼方に緑に包まれて

望めます。 

 

歴史 

興

聖

寺 

仏

徳

山 

白

山

神
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J

R

宇

治
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宇

治

上

神

社 
橋 

寺 

宇

治

橋 

J

R

宇

治

駅 
 

  

い つ

で も 

石の総門をくぐって興聖寺の山門（竜宮門）へと向かう

約 200m の坂道。昔の人は両脇の流れに琴の音を感じ

たのでしょうか。その流れに、沢蟹が戯れている。 

樹齢数百年の名木に囲まれた、寺川の流れの源にたたず

む白山神社拝殿。鎌倉時代の拝殿は、全国的にも数少な

く、茅葺屋根が美しい曲線を描く。 
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